
  

  

第２回学校評価アンケート結果 

 １２月にご協力いただきました学校評価アンケートの結果についてお知らせいたします。集計結果は、児童・保

護者ともに「よくあてはまる」と「ややあてはまる」を合わせた割合です。主に、顕著な内容について取り上げて

おります。今年度の取組を振り返り、今回の結果を参考にしながら、後期後半及び次年度の教育活動に生かしてま

いります。（保護者回答率 53.5％） 

 

多くの項目が 80％を上回る結果となっています。7月のアンケート結果と比較し、伸びているものを青で、落ち

ているものを赤で表しています。数値が高い項目については、今後も継続できるよう努めてまいります。以下は、

80％を下回る項目についての考察です。 

 

〇「読書への取組」については、前回と同様、児童・保護者ともに低い数値となっています。現在、学校では、読

書コーナーや書籍紹介の工夫、学級文庫の充実など、校内読書活動の推進に努めているところです。また、読書

キャンペーンなど、児童が中心となった活動を進めているところです。さらに、「みなとっ子応援団」による読み

聞かせが始まりました。今後も、児童の実態に即した読書活動や読書指導に、計画的かつ継続的に取り組んでい

きます。 

 

〇「困ったときの周囲への相談」については、現在学校では、「みなとっ子相談室」（学校ＨＰ）、「こころのポスト」

（保健室前に設置）、定期的な「学校生活アンケート」等を活用して、児童一人一人の悩みや不安、困りごとなど

を伝えられる環境づくりに努めているところです。今後も児童に寄り添い、一人一人の居場所づくり、絆づくり

に全校で取り組んでいきます。 

 

〇「場に応じた言葉遣い」については、児童と保護者の意識に差がみられるところです。学校と家庭で、「その場に

応じた適切な言葉遣い」のできる子どもを育てていきたいと思います。 

 

〇「家庭学習の習慣化」については、現在、タブレットを積極的に活用した学習や、授業やテストに向け見通しを

もたせた学習等、工夫を進めているところです。今後、学年だよりの「家庭学習ワンポイントアドバイス」など

も含め、学習方法を見直す機会を増やしながら習慣化を図っていきたいと考えます。 

 

  本校ホームページにも掲載しましたのでご覧ください。アンケートへのご協力に感謝申し上げますとともに、

今後も保護者や地域の皆様との連携を深め、より一層充実した教育活動の推進に努めてまいります。 

 

 

 

 

 


